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審   査   の   要   旨 
 
本研究は、土砂災害の発生予測手法を検討する際に必要となる崩壊発生条件について、土の粘着力と
降雨との支配関係について考察したものである。 
著者は、崩壊条件を与える安全率が、個体摩擦とそれに対する地下水深、粘着力の及ぼす効果のそれ
ぞれの線形和で表されるとして解析を行い、崩壊土層厚が数メートル程度の表層崩壊においては、粘着
力が崩壊発生条件に重要な役割を果たすこと、崩壊発生を支配する特徴的な地下水流出の到達時間が存
在することを示し、これをふまえ実際に発生した幾つかの崩壊の発生機構を明らかにした。その結果、
粘着力が崩壊を発生させるために必要な土層厚の範囲を支配し、崩壊発生に必要な地下水深を決定して
いることを明らかにし、崩壊発生時の崩壊の支配降雨と地下水深に関する条件を評価しており、同様の
崩壊の発生予測を可能とした。 
本研究の成果は、近年気候変動などによる環境変化に伴い斜面崩壊が多発している中で、崩壊のメカ
ニズムを包括的に説明し予測する新たな解析・調査法を提案するものとして高く評価される。 
平成29年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
